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アクティブラーニングが大学生の留学動機に与える影響に関する予備的考察十

奥 田久春＊

三重大学教養教育機桃＊

今日の大学教育にはアクティブ‘ラーニング‘の推進とグ、ローパル人材の育成，特に学生の海外留学が

要請されているが，これらを有機的に連携させるために，アクティブ‘ラーニングによる学びをどのよ

うに海外留学に結びつけられるのかについて考察していく．その際に，アクティブ‘ラーニングで、語ら

れる 「主体的な学びJとグ‘ローパノレ人材で、語られる「主体性j とが結びつくと思われるが，いずれも

共通するのは，主体的とは能動的というだけでなく他者との関わりの中で「主体」が形成されていく

ものだということである．この「学びjに気づき，ク。ローパル社会で、更に主体’性の形成に目を向ける

ことができれば，部外留学への邸｝機づけになるのではないだろうか．
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1. はじめに

大学教育は社会や産業界からの要詰によって様々な影

響を受けるものである．そうした昨今の糊数として大き

く2つの方向性を挙げるとすれば， 一つはアクティブラ

ーニングの推進で、あり，もう一つはグ‘ローバノレ人材の育

成，更に言えば海外留学の促進であろう．これらは全く

別の課題でありながら，議論されるよ うになってきた背

景から求められる能力観が同じ方向を向いていると考え

られる．そうであれば，大学としてはそれぞれ別々に取

り組むのではなく，有機的な連携を模索していくことが

可能なのではないだろうか．そしてアクティブラーニン

グが学生の海外留学の酎j機付’けに繋がるのではないだろ

うか．

アクティブ‘ラーニングは学習の形態だが，それを通じ

てどのような f学びJがなされ，どのような能力を身に

つけることが期待されているのだろうか．そしてそうし

た 「学び」によってグ‘ローノく／レ人材のと‘のような「能力j

として結実することが可能なのだろうか．本稿ではこれ

らに共通する点を探り，どのように結びつけていくこと

が可能なのか考察していくものである．

そうすることで，グローバル人材の育成において課題

となっている学生の内向き志向，海外に行こうとしない

学生をどのようにして海外に目を向けさせるかというこ

とを考察する道筋にしたい．

2. アクティブラーニングで、期待されること

アクティブラーニングが政策として大きく取り上げら

れたのは， 2012年に中央教育審議会から『新たな未来を

築くための大学教育の質的転換に向けて一生涯学び続け，

主体的に考える力を育成する大学へー（答申）j] （以下，『質

的転制］）が出されたことによる．

このタイ トノレにある「主体的に考える力Jについて，

例えば本文で f知識基盤社会やグローパノレイヒ社会など予

測困難な時代j において f答えのない問題に対して自ら

解を見出していく主体的学修」と 「自立した主体的思考

力Jと述べられているなど， 自ら （＝能動的）という意

味と自立した考えというこつの解釈がで、きる．これにつ

いては後述したい．

さて，この中でアクティプラーニングについて f教員

による一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者の

能動的な学修への参加を取り入れた教授 ・ 学習法の総~if）ζ

学修者が能動的に学修することによって，認知的，倫理

的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用的能力

の育成を図る」ものだと説明している．

この認知的というのは f知識や技能を活用して複雑な

事柄を問題として理解し，答えのない問題に解を見出し

ていくための批判的，合理的な思考力をはじめとする認

知能力jのことであり， 「主体的に考える力Jと同じと考

えることができょう．また倫理的，社会的能力とは 「人

間としての自らの頁’任を果たし，他者に配慮しつつ協調

性を発揮できるための」もの，また教養，知識，経験と

は f想定外の困難に｜探して的確な判断力を発揮できるた

めの」ものであると説明している．

アクティプラーニングを通じて育成されるこうした能

力については，閉じく本文中に，グローバル人材の 「土

台」であると述べていることから，アクティブラーニン
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グとグローパノレ人材とが結びついてくる．

3. グローパル人材に求められるもの

グローパノレ人材なる概念が出てきたのは，グ、ロ←パノレ

化への対応を迫られている産業界からの要請によるが，

特に日本人の膨キ留学の減少から国際競争力の低下が危

慎されたことが一つのきっかけになっている．

2010年4月に経済産業省に設けられた産学人材・育成パ

ー トナーシップグローバル人材育成委員会から出された

『報告書～産学官で、グ‘ローパノレ人材の育成を～Jの中で

グローバノレ人材像について「グ、ロ←パルイヒが進展してい

る世界の中で，主体的に物事を考えるj ことと「異文化

理解 ・活用力J，「コミュニケーション力」によって「相

乗効果を生み出して，新しい価値を生み出すことができ

る人材j と説明している．

更に2012年には，政府官邸が中心となり各省庁が参加

したグローバル人材育成推進会議から『グローバル人材

育成戦略Jが出された．これによると，ク守口一パノレ人材

に必要な能力の要素として次の3点が挙げられている．

要素 I：誌学力 ・コミュニケーション能力

要素E：主体性・積極性，チャレンジ精神，

協調性・柔軟性，責任感・使命感

要素皿： 異文化に対する理論平と日本人としてのアイ

デンティティー

語学力やコミュニケーション能力以外に，主体性や協

調性 ・柔軟性，責任感・使命感が取り上げられている点

はアクティブ、ラーニングやその中の「主体的に考える力J

に通じるものである．また，グ、ローパノレ人材の育成及び

活用に向けた文部科学省の取り組みとして f学生の主体

的な学びを確立するため，（中略）学土課程教育の質的転

換Jが挙げられているので，ここでも『質的転換』に述

べられていた I主体的に考える力」に通じるものと理解

していいであろう．

なお，これら I主体的に考えることjや I主体性Jと

は同じく経済産業省が提示した社会人基礎力に挙げられ

ているものに依拠しているだけで，独自の説明があるわ

けではない．

高度経済成長期においては個人よりも集団の利益が優

先されてきたことや，そもそも日本ではネ士会と個人との

線引きは陵昧であり，近代市民としての「個人」を学校

教育で育成してきた訳ではない．そうした社会では，共

有されるべき既存の知識を受動的に学べば充分だったか

もしれない．敢えて他者と関わって知識を構成する必要

はなく，学びの主体になる必要も主体性を顧みる必要も

なかった．

しかし経済発展の停滞とグローパノレ化の中で、日本が経

験する脱近代の状況とは，再帰的であれ先行き不透明な

時代であることは間違いない．高度な知識基盤社会にあ

っては既存の知識で、は対応できず，また知識の大衆化が

進む一方で，価値の多元化が起こり，情報過多の中， 共

有されるべき知識の枠組みも明瞭ではなくなってきてい

る．社会は既存の知識の所有だけで個々人を価値づけて

保障してくれるわけではなくなってきた．社会に依存し

追随すればいいという日寺代ではない．

つまり，こうした状況において個々人の主体性が必要

とされてきたと考えられる．

4. アクティブラーニングによる学び

このようにアクティブ、ラーニング‘とグローパノレ人材と

の政策的な結びつきは理解できるが，ではどのような f学

び」が必要となってくるのだろう．

アクティブpラーニング3を推進する構上（2014）は，ア

クティブラーニングを「一方向的な失隠龍伝達型講義を聴

くという（受動的） 学習を乗り越える意味での，あらゆ

る能動的な学習のこと．能動的な学習には，書く ・話す ・

発表するなどの活動への関与と，そこで生じる認知プロ

セスのタト化を伴うJと定義している．ここで構上が認知

プロセスの外イヒと述べている点に着目する必要がある．

というのも，溝ト（2014）によれば，アクティブラー

ニングが登場してきた背景として，知識基盤社会と呼ば

れる今日のキ士会において求められる能力が変わってきた

ことに言及しているからである．

この能力について，構上は情報の知識化，知識の活用，

知識の共有化・社会化，知識の札機化・マネジメントと

いった情報 ・知識リテラシーだと説明している．

このため，アクティブラーニングでは個人的に習得レ

た知識＝能力ではないとしづ学習観が必要となってくる．

つまり学習する中で自らの知識として構成し，必要な場

面で活用するとともに，発表などを通じて意見を表明し

議論を行うことで，他者とも知識の擦り合わせを行い，

またそうして知識を共有する集団と知識を系統立てて整

理することが学びとして必要となると考えられる．

アクティブpラーニングは学生が能動的で、あることが前

提だが，能動的な学習というだけでは，知識伝達型講義

で、あっても能動的に傾聴したり，ノートにメモしたりし

て理解していくことも可能である．しかしそれは知識の

活用，共有，社会化や車尉哉化には至らない．他者と関わ

る協働的な知の形成が必要なのである．

そうした知を形成するために，アクティブ司ラーニング、

では，椋＆｛！f!JJ学習， PBL（プロジェク トベースドラーニン

グ，文はプロブレムベースド‘ラーニング）といった学生
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に活動をさせながら進める教授法が取り入れられる．構

上がその定義の中に 「書く ・話す・発表するなどの活動

への関与Jと述べたのは，とれらの教授法が含まれてい

ることを示唆している．

しかしこれら協働学習やPBLで、あっても，学習が形骸

化してしまう恐れもある．表面上の知識でグルーフ制議

をしたり，簡単な調べ学習に終始したりして，単に他者

と言葉を交わすだけの学習に陥りがちなこともありうる．

こう した形式的な学習にならないためにも，学習成果を

意識する必要がある．

PBL教育によって得られる成果として，デラウェア大

学で PBLを推進してきた B町 hara(2001）らは次の 6

点を挙げている．

－批判的思考や問題分析・解決能力

・学習資源を見つけ，評価し活用する力

・チームや小グ、ループで協働する力

・柔軟で効果的なコミュニケーションカ

．知識内容 ・知的技能の活用力

これらは先述した溝上による情報・知識リテラシーや

『質的転換』での汎用的能力，グローバノレ人材に求めら

れる能力に近いものということができるが，こうした能

力の育成を念頭にした学びを授業の中に織り込んでいく

ととが求められる．

例えば，自ら置かれている現本や課題に対して，批判

的に捉え問題分析を行し、解決していくこと，そのために

必要な知識にアクセスし，またその知識に対しても批判

的に評価しつつ活用していく こと，それらは一人で行う

のではなく，他者とコミュニケーションを図り，協働し

ていくとしづ授業が考えられる．

さて，ここまで来て，依然一つの疑問が残っている．「主

体的jの解釈において「主体性j と他者との関わりにつ

いてである．即ち能動的に他者と関わる学びが主体的な

のか，他者と関わることで形成されるものが主体性なの

だろうか．アクティブラーニングによって身につける机

用的な能力は，能動的＝主体的に他者と関わる学びによ

って育成されるものなのか，こうした汎用的能力こそが

主体的なもの＝主体性なのだろうか．

5. 学びにおける主体性

ポスト構造主義によれば，社針再造から主体を切り離し

て考えることはできないとされる．主体は所与のもので

あって，超越的な自我として原初的に存在するものでは

ない．そうした意味では，学びもまた所与のものである．

こう述べると受動的な学びのように感じられるが，あら

ゆる学びは社会と無関係に成り立つわけではない．学び

は他者との関わりの中でなされていくもので、あり，その

中で主体性が形成されるのである．

しかしとの主体は， 他者に依存したり社会に追随した

りするものではない．逆に自立したものである．贋瀬

(2013）はグローバル人材と主体性との関係lこついて論

じる中で，主体性に autonomyの英訳を当て「自らの意

思に基づいて，自由に選択 ・判断・行為する態度，生き

方」と説明している．またそうした主体的な人間の糊敷

について，戦後間もない丸山真男等による主体性論争に

依拠して，受動的でない非決定論的な価値判断をする態

度や習慣を主体性エ←トスとして論じている．丸山のい

う主体性には他者感覚が求められるともいわれているよ

うに，f自らの意思」といっても自己を絶対視することで

はない．自己を相対化することが求められるのである．

繰り返すことになるが，個人を社会から切り離して考

える主体性ではなく，他者との関わりの中で能力を構成

していくのであり，そうした能力が主体性となって形成

されていくものなのだ．

グ、ローパノレ人材といったとき，それはグローパノレ化』こ

よって逆説的に顕在化してきた多様なる社会の中で， 他

者なるもの，異質なるものとの関わりを強く意識せざる

を得ないとしづ状況で，異質なる他者と関わることで形

成される自己＝主体性なのである．こうした主体性を学

びの中で育成していくことが求められているのではない

だろうか．

6. 海外留学と主体性

海外留学から帰国した学生の報告会に参加すると，そ

の営欲的な諮りに感銘を受けることが多い．学生の生き

生きとした表情から自分の意志に対する自信が満ち溢れ

ていて， 主体的な相主感を感じざるを得なし＼

学生は内向き志向と拘｜輸されてはいるが，実際に学生

と語ると海外留学に興味あるという声も多い．それでも

留学に臨時してしまうのが現状である．留学は，一昔前

に比べれば身近なものになってきたものの，まだまだ即

座に実行できるものではない．留学に係る莫大な経費，

異文化での生活など，それなりの覚悟と準備が必要とな

る．例えば太田（2014）によると留学の阻害要因として，

就職活動の早期化と長期化，単位互換制度の未整備と学

事暦の違い，大学で、の国際教育交、流プログラム開発の遅

れ，短期的なキャリア形成志向，英語圏の大学の授業料

の高騰，経済の停滞と家計の悪化，海外留学を評価しな

い雇用，要求される語学力の高度化，少ない海外留学の

ための奨学金，リスク回避と安全志向などを挙げている．

それらハー ドノレを超えてでも留学を志すということは，

大学が提供する課程に満足せず，自ら学びを切り開いて
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いこうという意思がなければ実現は難しい．

海外留学も余程お膳立てされた研修プログラムだと別

だが，学生は自分で周りの者に尋ね求めるなど情報を収

集し，思考し， 判断してし、かなければならない．そこで

は能動的で積極的な意欲や能力が必要とされる．

しかし主体性とはそうしたことだけではない 留学し

た学生からは，留学中は積極的にならざるを得なかった

という苦労話とともに，現地の人々や様々な国や地域か

ら学びにきている多様な学友たちとともに生活を過ごす

中で，視野が広がったという経験談をよく耳にする．そ

してそうした日常の多樹主の中で自己認識や自己主張が

できるようになったという話もよく聞く．

知識基盤社会，情報化社会においては，留学してまで

先端的な知識を学ぶ必要性は低くなっている．知識を得

るのであれば園内にいてインターネッ トや告：籍で学ぶこ

とも可能である．しかし海外の異質な文化の中に留学し，

経験したととをこれまで日本で学んだ内容と重ね合わせ

たり比較したりして自らの能力として再構成し，更に留

学先で学ぶ異質な者同士が多搬な意見をぶつけあい批判

的に考察することで，グ、ローパノレな主体性が形成されて

いくのではないだろうか．

7. おわりに

アクティブラーニングFは，能動的な学習の形態である

とともに，他者の影響を受けたり他者に影響を与えたり

する中で知識を構成し，自己（＝主体性）を形成してい

く学びだと考えられる．グローバノレ人材として語られる

主体性もそうした学びの中で育成されるものと理解でき

ょう．学生はアクティブFラーニング‘によって他者と関わ

りながら学ぶということを学び，その中で主体性が形成

されるということに気づく ことが必要ではないだろうか．

無論，国内にもいる外国人と関わることもできる．しか

し異質な環境で主体性を形成するには海外留学が絶好の

機会といえるだろう．学生はそうした主体性の意義を理

解することで，留学への動機付けになるのではないだろ

うか．主体性については様々な議論があり，更に考察を

進めなければならない．本稿をもとに実証していくこと

が今後の課題である．

参考文献

宇野重規 （2003）「丸山民男における三つの主体像」 ！］＇＊本

正弥編『丸山畏男論一主体的作為、ファシズム、市民

社会 』東京大学出版会．

太田浩（2014）「日本入学生の内向き志向に関する一考察

ー既存のデータによる国際志向性再考ーJ『ワェフeマガ

ジン 「留学交、流j』2014年 7月号Vol.40,

pp.1-19. (http://www.ja回o.go担／ryugaku/related/ko旧

yu/2014/_i四日es/afiel岨le/2015/11/18/2014070阻hir

oshi.pdf) (2016年 10月20日） ．

蹟瀬武志（2013)rグ、ローパル人材と海外留学をつなぐも

の ： （主体性〉再考J 『ウェプマガジン「留学交流J~2013 

年 5月号Vol.26,pp.1-18. 

(http://wwwおsso.go.jpfηrugaku/rela旬d/kouryu/2013

I icsFiles/afieldfile/2015/11119/201305 hirosetakesh 

i.pdf) (2016年 10月20日） ．

松下佳代（2011）「f主体的な学びjの原点一学習論の視

座からj杉谷祐美子編著『大学の学び教育内容と方

法J玉川大学出版部．

溝上慎一（2014）『アクティブ‘ラーニング‘と教授学習パラ

ダイムの転換』東信堂．

横田雅弘・小林明編（2013）『大学の国劇七と日本人学生

の国際志向性』学文社．

グローパノレ人材育成持健会議（2012）『グローパノレ人材育

成戦略（グローパノレ人材育成揃隼会議審議まとめ）』

(h抗p://www.kantei.go.j凶p/singi/global/12060llma句

me.pelf) (2016年 11月 10日） ．

産学人材育成ノ守一トナーシップグローノくノレ人材育成委員

会（2010）『報告害～産学官で、グローバノレ人材の育成を』

(http://www.meti.go.jp/press/20100423007/20100423 

007・3.pdf)(2016年 11月 15日） ．

中央教育審議会（2012）『新たな来来を築くための大学教

育の質的転換に向けて一生涯学U続け，主体的に考え

る力を育成する大学へー（答申）』

(http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chuky 

oOl加ushin/1325047.htm)(2016年 11月 10日） ．

Barb紅ヨ JDuch et al. (2001). THE POW宣EOF 

PLO BLEM-BASED LEARNING A Practical官owτb”
forもachingUndergraduate Courses in Any Discipline. 

Stylus Publishing.ダッチ・B・Jほか（三重大学高等教

育創造開発センター訳） (2016）『学生が変わるプロプレ

ム・ベースド・ラーニング実践法学びを深めるアクテ

ィブ・ラーニング、がキャンノ宅スを変える』ナカニシヤ出

版

十日おaharuOkuda * : A preliminary study how the active 
l回口出iginfluences students’motivation for study abroad. 

*College of Liberal Arts and Scien閃 s,Mie University. 

- 128 -


